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か
ね
て
、
大
会
開
催
を
申
請
し
て
い
た
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

が
、
去
る
３
月
の
出
日
本
協
会
の
理
事
会

・
総
会
に
お
い
て
、
第
２２
回
全
国
交
歓

大
会
と
し
て
、
埼
玉
県
熊
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
で
平
成
２‐
年
９
月
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１４
日
の
県
協
会
理
事
会
で
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
る
こ
と
を
決
定
し
、
八

木
岩
男
実
行
委
員
会
会
長

・
石
井
健
治
実
行
委
員
長
の
も
と
、
実
行
委
員
が
任
命

さ
れ
、
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
第

一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
大
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
八
木
会
長
、
石
井
実
行
委
員
長
を
中
心

と
し
て
、
実
行
委
員
会
が
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

画
第１９塁
ヲ
零
鮮
培
畔
一

第
１９
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
　

　

来
年
は
広
島
、
再
来
年
は
長
崎
、
そ

交
歓
大
会
が
、
９
月
９

ｏ
‐０
日
の
２
日

　

の
次
は
い
よ
い
よ
我
が
埼
玉
の
登
場
と

問
滋
賀
県
野
洲
市
三
Ｌ
山
麓
の
高
原
に
　

な
り
ま
す
〓
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
協

展
開
す
る
希
学
ヶ
丘
文
化
公
園
で
開
催

　

力
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
大
会
を
実
現

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
ま
し
ょ
う
（．
（広
報
委

。
〓
谷^
）

埼
玉
県
勢
４５
名
を
含
め
、
全
国
か
ら

１
９
６
７
名
の
参
加
者
が
、
六
会
場
に

分
か
れ
、
個
人
は
各
会
場
毎
に
男
女
別

６
位
ま
で
の
人
賞
を
か
け
、
２
ゲ
ー
ム

を
戦

っ
た
ｃ
各

コ
ー
ス
優
勝
者
６
名
に

よ
る
プ
レ
ー
オ
フ
の
勝
者
に
は
、
文
部

科
学
大
臣
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
他
、
各
都
道
府
県
代
表
選
手
６

名
に
よ
る
団
体
戦
も
行
わ
れ
、
優
勝
団

体
に
は
文
部
科
学
大
臣
杯
、
６
位
ま
で

賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
埼
玉
県
勢
は
、
団
体

で
１０
位
と

一
歩
及
ば
ず
、
個
人
戦
も
入

賞
で
き
な
か

っ
た
。

平
成
２‐
年
に
は
、
熊
谷
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

実
行
委
員
も
立
ち
上
が

っ
て
、
準
備
も

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
ｃ
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１０
月
１
日

（日
）
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文

化
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
て
、
秋
季
大

会

（青
本

一
三
杯
）
が
開
催
さ
れ
た
。

第
２０
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
大
会
の
選
考

を
兼
ね
た
大
会
に
、
県
下
５８
市
町
村
団

体
の
代
表
選
手
１
０
２
４
名
が
参
加
。

開
会
式
に
は
、
富
岡
清
熊
谷
市
長
、

衆
議
院
議
員
の
小
島
敏
男
様
を
始
め
県

レ
ク
会
長
、
熊
谷
市
教
育
長
、
市
議
会

議
員
の
皆
様
方
を
お
招
き
し
、
熱

い
激

励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
．

広
大
な
熊
谷

ス
ポ
ー

ツ
公
園

の

一

画
、
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
お
り
、
赤

コ
ー
ト
、
青

コ
ー

ト
６４
ホ
‐
ル

一
斉

ス
タ
ー
ト
。
「
入

っ

た
」
「
お
め
で
と
う
」
「も
う
す
こ
し
だ

よ
」
な
ご
や
か
に
も
厳
し
い
プ
レ
ー
。

午
前
中
に
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
の

声
も
聞
こ
え
、
好
ス
コ
ア
の
期
待
も
か

か

っ
た
が
、　
一
班
赤

・
青
の
３
ラ
ウ
ン

〈〓
　
尋

一
三
杯
）

ド
が
始
ま
る
頃
よ
り
雨
が
降
り
出
し
、

予
報
に
反
し
強
い
雨
の
混
じ
る
本
降
り

と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
悪
天
候
に
も
負

け
ず
最
後
ま
で
プ
レ
ー
す
る
姿
が
印
象

的
だ

っ
た
．
（広
報
委
　
長
島
・長
谷
川
）

総
合
優
勝
者
の
ひ
と
こ
と

も
二
た
ま
市

岩

瀬

　

博

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
１０

年
余
り
、
県
大
会
の
入
賞
が
幸
運
に
も

優
勝
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
の
ダ
ブ
ル
受

賞
―
夢
の
よ
う
な

一
日
で
し
た
ｃ

熊
谷
文
化
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

良
く
整
備
さ
れ
素
晴
ら
し
く
、
仲
間
に

も
恵
ま
れ
、
終
始
楽
し
く
プ
レ
ー
出
来

ま
し
た
。

赤

コ
ー
ト

第
１
位

第
２
位

第
３
位

第
４
位

第
５
位

青

コ
ー
ト

岩
瀬
　
　
博
　
大
　
宮

沼
野
井
　
苗
心　
越
谷
市

市
川
　
　
勝
　
川
越
市

田
口
　
泰
造
　
熊
谷
市

青
鹿
　
徳
治
　
幸
手
市

第
１
位
　
宮
野

第
２
位
　
河
村

第
３
位
　
小
野

第
４
位
　
阿
部

第
５
位
　
小
川

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

岩
瀬
　
博

（大
宮
）

細
貝
六
三

（上
尾
）

紀

一　

宮
代
町

敏
　
春
日
部
市

興
治
　
草
加
市

義
則
　
一早
加
市

清
　
上
尾
市

（
４
名
）

田
口
泰
造

（熊
谷
）

田
中
　
茂

（岩
槻
）

総合優勝杯は重たい :

八木県協会長と岩瀬氏
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日,鼈М
事
務
局
　
藤
井
　
範
子

昭
和
５７
年
鳥
取
県
の
泊
村
（現
在
の
湯
梨
浜
町
）

で
誕
生
し
た

「
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
」
も
、
今

や
日
本
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
全
国
に
普

及
し
て
い
ま
す
。

『
ふ
れ
愛
の
　
砂
丘
の
風
に
　
光
る
汗
一
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
年
の
ス
ポ
レ
ク
祭
の
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
そ
の

『発
祥
の
地
一

と
決
ま
リ
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
ふ
る
里
公
園

「潮
風
の
丘
　
と
ま
り
」
で
１０
月
２‐
日
か
ら
２３
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
選
抜
の
選
手
１０
名
、
全
国
か
ら
４
８
７
名

が
参
加
し
、
日
本
海
に
面
し
た
風
光
明
媚
な
素
晴

ら
し
い
専
用
コ
ー
ト
で
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら

一

打
入
魂
で
プ
レ
ー
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
１
位
～
６
位
ま
で
は
地
元
鳥
取
県
が
独
占
。

し
か
し
、
我
が
埼
玉
県
も
２０
位
ま
で
に
見
事
３
名

が
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
発
祥
の
地
で
プ
レ
ー
出
来
た

こ
と
は
、
「良
い
思
い
出
に
な

っ
た
」
「楽
し
か

っ

た
」
と
皆
さ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

●
埼
玉
選
抜
選
手

八
木
　
山石
男

（熊
谷
市
）

横
田
　
久
義

（深
谷
市
）

真
下
　
勝
子

貧
晃ヽ
ま
上

高
橋
　
立早
介

（熊
谷
市
）

片
井
　
光
三
（杉
戸
町
）

落
合
　
平
松

（幸
手
市
）

地
田
　
久

一
（加
須
市
）

八
嶋
　
勝
義

３
一郷
市
）

野
本
　
圭我
明

（騎
西
町
）

武
田
　
伸
寿

貧
休
谷
町
）

●
入
賞
選
手

‐２
位
　
真
下
　
勝
子

（さ

い
た
ま
市
）

‐３
位
　
片
井
　
光
三

（杉
　
一月
　
町
）

‐７
位
　
一品
橋
　
二早
介

（熊
　
谷
　
市
）

全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ツ
ク
静
岡
２
０
０
６

事
務
局
　
奥
村
登
美
子

★
開
催
期
間
　
平
成
１８
年
１０
月
２８
日
～
３０
日

★
会
　
　
場
　
大
井
川
緑
地
島
田
市

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
場

★
島
田
市
は
、
静
岡
県
の
中
西
部
に
位
置
す
る
大

井
川
流
域
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
大
井
川
を
扶
ん

だ
旧
島
田
市
、
旧
金
谷
町
が
平
成
１７
年
５
月
５
日

に
合
併
し
て
誕
生
。

北
部
山
間
地
域
の
自
然
や
豊
富
な
水
を
活
か
し

て
、
地
場
産
業
の
本
材
関
連
産
業
や
紙
・パ
ル
プ
、

精
密
機
械
製
造
を
軸
に
発
展
し
、
市
の
南
部
、
牧

之
原
台
地
は
全
国
有
数
の
茶
の
産
地
。

★
参
加
選
手

増
山
　
雄
三
（杉
戸
町
）

柴
崎
　
達
夫
（深
谷
市
）

堤
　
　
将
雄
（川
越
市
）

西
森
　
義
孝
（熊
谷
市
）

野
上
い
祢
子
（加
須
市
）

士
［
野
　
和
子
（深
谷
市
）

★
選
手
の
コ
メ
ン
ト

・
総
合
開
会
式
の
エ
コ
バ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
す
ば
ら

し
さ
、
全
員
参
加
の
富
士
山
大
合
唱
の
ふ
じ
の
山

に
は
、
日
頭
が
熱
く
な
り

一
生
心
に
残
る
思
い
出

・
ふ
れ
あ
い

。
感
動

・
思
い
出

一
杯
、
Ｇ

・
Ｇ
の

す
ば
ら
し
さ
を
あ
ら
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

関
東
地
区
神
奈
川
大
会
が
、
９
月

、
藤
沢
市

の
神
奈
川
県
立
体
育
セ

行
わ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
か
ら
の

を
含
め
、
総
勢

９
９
７
名
が
参
加
、

初
日
の
２
ゲ
ー
ム
、
２
日
日
１
ゲ
ー
ム
、
計
３
ゲ
ー

ム
で
、
男
女
別
に
１０
位
ま
で
の
入
賞
を
競

い
合
う

予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
初
日
は
な

ん
と
か
プ
レ
ー
で
き
た
も
の
の
、
２
日
目
は
、　
一

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
水
浸
し
と
な
り
、
更
に
は
台
風

並
み
の
強
風
に
も
見
舞
わ
れ
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
競
技
は
初
日
の
２
ゲ
ー
ム
で
き

め
る
こ
と
に
な
り
、
２
日
目
に
期
待
を
か
け
た
選

手
に
は
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

短
縮
さ
れ
た
競
技
で
し
た
が
、
女
性
陣
の
頑
張

り
は
素
晴
ら
し
く
、
佐
藤
明
子
さ
ん

（さ
い
た
ま
・

大
宮
）
が
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、

１０
位
以
内
に

４
名
が
入
賞
す
る
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

優
　
勝
　
佐
藤
　
明
子

（さ
い
た
ま

・
大
宮
）

５
　
位
　
上
野

マ
ス
ミ

（深
谷
市
）

８
　
位
　
鈴
木
　
和
子

（草
加
市
）

１０
　
位
　
田
尻
　
ス
ミ

（深
谷
市
）

（広
報
委

・
三
谷
）

第 19回

・
ス

タ

ッ

フ

の
温

か

い
接

待

と

心

の

こ
も

っ
た

応

援

に

励

ま

さ

れ

た

競

技

場

に
も

大

勢

の

ス

タ

ッ

フ
が

配

置

さ

れ
気

持

ち

良

く

プ

レ
ー
で
き
ま
し
た
。

。
す
ば
ら
し

い
大
会

に
参

加

で
き

る
機

会

を

も

ら

つ
た

こ

と

に
感

謝
。

ね

ん

り

ん
ビ

ッ
ク

に
参

加

で
き

た

千

ｆ

τ

去
市
り̈

¨
一
田
心
「ゝ

　
ム
フ

後

の
励

み

に
―
二
ヽ

い
き
ま
す

雨で短縮の関東大会
2キ 普瞥佐藤明子さん優勝!おめでとう

第

‐３

・

ン

タ

蝦 写Th

平成 18年度事業計画
◆平,18年年度 県グラウンド ゴルフ協会新春の集い

手  ≡ 平成 19年 1月 28日 (日 )～ 29日 (月 )

IE:Ξ 屯 千葉県小湊 ホテル三日月

|■ 授 11鳴川市陸上競技場 長生グラウンド ゴルフバーク

◆EIクラウンド ゴルフ協会 事務局会議
斯

一場

≡ 平成 19年 2月 16日 (金 )

所十東京都渋谷区岸体育館

◆日本クラウンド ゴルフ協会 総会 理事会

斯  日1平成 19年 3月 5日 (月 )

場  所 1東京都渋谷区 岸体育館

◆平成 18年度 埼玉県グラウンド ゴルフ協会 総会

期  ヨ1平成 19年 3月 10日 (■)午 後 1時受付

場  所|さ いたま市 ソニックシティ3階 会議室

◆第lE 埼玉県グラウンド ゴルフ協会 役員大会

期  日1平成 19年 3月 17日 (土 )

場  所 1深谷市古河スカイ (株)多 目的広場

平成 19年度事業計画 (案 )

月 E3 曜 日 行事内容及び概要 開催地

5月 6日 日曜日 県グラウンド ゴルフ祭 北川辺町

5月 27日
予備曰 6月 2日

日

日

曜

曜

日

土 第 19回 県クラウン ド ゴルフ夏李大会 宮 代 町

6月 16日 ～
6月 17日

土曜日
日曜日

上級指導者認定試験及び
上級指導者研1多交歓大会

栃 木 県
鬼怒川温泉

8月 25日 ～

8月 26日
土曜日
日曜日

第 15回 関東地区
グラウンド ゴルフ大会

県
市

葉
田

千
成

9月 22日～

9月 25日
土曜～

火曜日
第20回全国スポーツレクリェーション祭

スボレクあおもり2007 青 森 県

10月 10日 ～

10月 13日
土曜～

火曜日
第 20回全国健康福祉祭

ねんりんビック茨城 2007 茨 城 県

10月 21日
予備日 10月 27日

日

曰

曜

曜

日

土
第 18回県グラウンド ゴルフ協会

秋季大会 (青木一三杯)

さいたま市

11月 18日
予備日 11月 23日

曰

日

曜

曜

日

月
第 2回県グラウンド ゴルフ協会

役員大会
幸 手 市
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京
都
マ
ス
タ
ー
養
成
講
習
会
に
参
加
し
て

さ

い
た
ま
市
大
宮

Ｇ
Ｇ
協
会
　
キ
こ
石
　

一
ユ雄

●●●●●●●

▽
研
究
協
議

・
５
分
科
会

一各
県
に
別
れ
）

司
会

（山
本
輝

一
郎

・
桜
井
裕

・
出
中
勇

・

福
ヶ
迫
義
彦

・
萩
原
美
山
紀
）

▽
研
究
協
議
ま
と
め
　
　
　
　
　
細
川
　
　
磐

▽
運
動
と
生
活
習
慣
病
の
予
防

上Ｈ
木
純

一
郎

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
指
導

の
問
題
点

（含
む
ス
ポ
ー
ツ
と
安
全
）
　

松
田
　
恵
示

講
習
会

で
は
ル
ー
ル
の
解
釈

や
適
用
を
ど

う
す
る
か
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
根
ざ
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の

本
質
的
な
内
容
で

一
級
普
及
指
導
員
に
求
め
ら

れ
た
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

三
級
普
及
指
導
員
（シ
ル
バ
ー
）

養

成

講

習

会

上
級
指
導
者

認
定
試
験

上
級
指
導
者
研
修
交
歓
大
会

上
尾
市
　
長
谷
川
　
郁
　
子

６
月
２５
日
（日
γ
２６
日
（月
）
に
栃
木
県
那
須
町

の
那
須
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル

・
ホ
テ
ル
ビ

ュ
ー
パ
レ
ス

に
於
い
て
三
級
普
及
指
導
員

（シ
ル
バ
ー
）
養
成

講
習
会

・
上
級
指
導
者
認
定
試
験

・
上
級
指
導
者

研
修
交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
た
．
今
回
は
全
員
バ

ス
Ｈ
台
で
各
地
よ
り
集
合
ｃ
開
講
式
の
後
合
同
で

順
天
堂
大
学
の
内
藤
久
十
助
教
授
よ
り

「中
高
年

の
運
動
と
健
康
」
の
講
演
が
あ
り
、
運
動
が
健
康

に
及
ぼ
す
効
果
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
の

注
意
点
な
ど
勉
強
し
た
ｃ

昼
食
後
９４
名
で
二
時
間
の
講
義
を
受
け
、　
一
時

間
の
筆
記
試
験
と
な

っ
た
。
久
し
振
り
の
緊
張
で

一
瞬
頭
の
中
が
真

っ
自
。　
一
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
外

一軋
７
・
　

・ヽ
　

詢

口 景
腫
鰤
跡
け

つ ス
“
酬
耕
「

た
が
、
余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

で
プ
レ
ー
し
て
い
る
先
輩
達

の
天
候
を
心
配
す
る
余
裕
も

出

て
き
て
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

二
日
目
は
余
笹
川
ふ
れ
あ

い
公
園
に
移
動
し
先
輩

の
プ

レ
ー
を
横
日
で
見
な
が
ら
も

実
技
試
験
に
集
中
し
、
和
や
か

な
雰
囲
気

の
中
実
技
試
験
を

終
了
。
午
後
、
試
験
結
果
の
発

表
が
あ
り

９‐
名
が
上
級
指
導

者
認
定
試
験
に
合
格
し
た
が
、

各
市
町
村

で
の
事
前
準
備
が

必
要
と
感
じ
た
。

今
後
は
指
導
者
と
し
て
正

し
い
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
に
心
掛

け
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。

６
月
１７
日
（土
）
１８
日
（日
）
の
両
国
平
成
１８
年

度
の

一
級
普
及
指
導
員

（
マ
ス
タ
ー
）
養
成
講
習

会
が
、
今
年
か
ら

一
年
ご
と
に
、
東
地
区

・
両

地
区
に
分
け
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
第

一

回
日
の
西
地
区
と
し
て
、
古
都
京
都
市
内
の
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
京
都
」
を
会
場
と
し
て
、
全
国
か

ら
１
０
９
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

開
講
式
で
は
、
鈴
木
日
本
協
会
会
長
が
挨
拶

の
中
で
、
今
年
は
平
素
の
普
及
活
動

の
成
果
が

昨
年
の
登
録
会
員
１６
万
８
千
名
を
超
え
る
ま
で

拡
大
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に

つ
い
て

『ま
ず
は
、
楽
し
く
、
そ
し
て
、

も
う

一
つ
は
、
心
の
和
む
集

い
と
な
り
、
マ
ナ
ー

を
重
ん
じ
る
品
位
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
方
向
性
を
示
さ
れ
ま

し
た
〓

●
６
月
１７
日

（
一
日
目
）

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ンヽ
ド
■

ル
フ

杉
山
　
重
利

▽
都
道
府
県
協
〈ム
の
経
営
に
つ
い
て
　
赤
松
　
十＝
久

▽
都
道
府
県

・
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
大
会
の

運
営
と
実
施
　
　
　
　
　
　
河
原
　
慶
子

▽
実
践
発
表
　
　
　
　
　
　
　
上
段
　
　
降

●
６
月
１８
日

（
二
日
目
）

▽

一
級
普
及
指
導
員
（
マ
ス
タ
ー
）
の
任
務

園
山
　
和
夫

H18年 4月 ～ H18年 9月 県協会 会長 八木岩男

轟捧慶竃奮'プ嶼
1嵩
1規

[
驚督
1獣

振込月日 市B]村団体名 振込金額 大会名

4月 3日
4月 3日
4月 3日
4月 10日
4月 24曰
4月 24曰
5月  1日
5月 2日
5月 9日
5月 15日
5月 22日
5月 22日
5月 25日
6月 5日
6月 5日
6月 6日
6月 8曰
6月 16日
6月 21日
6月 21日
6月 27日
6月 29日
7月 3日
7用 4日
7用 6日
7月 12日
7月 24日
7月 25日
8月  7日
8月 15日
9月 5日
9月 19日
9月 21日

騎 西 町 GG連 盟

熊谷市妻沼 GG協 会

ふじみ野市 GG連盟

幸 手 市 GG協 会

皆 鰤 日]GG協 会

カロ須 市 GG協 会

羽 生 市 GG協 会

力□須 市 CC協 会

埼 玉 県 GG協 会

深 谷 市 GG協 会

肇 宮 町 CC協 会

南 河 原 GG連 盟

加 須 市 GG協 会

埼 葛 連 絡 協 議 会

埼 玉 県 GG協 会

深 谷 市 GG協 会

幸 手 市 CC協 会

矢 喜 市 GG協 会

騎 西 BI G G協 会

さいたま市岩槻協会

川 越 市 CG協 会

埼 玉 県 CG協 会

深 谷 市 GG協 会

幸 手 市 GG協 会

行 田 市 G,G協 会

驚 富 日」CC協 会

力□須 市 G.G協 会

さ い た ま 市 浦 和

さ い た ま 市 大 宮

杉 戸 町 G.G協 会

さ い た ま 市 岩 槻

杉 戸 町 C.G協 会

力□須 市 CC協 会

6′ 000
18′ 000
11′ 987

9′ 600
3′ 470
650

2′ 700
4′ 800
7′ 662

27′ 525
6′ 100
2′ 100

13′ 500
2′ 100

12′ 991
2′ 100
2′ 650
5′ 000
5′ 100
4′ 006
7′ 250
8120

12′ 907
2′ 000
4′ 800
3′ 000
4′ 500
6′ 250
5′ 100
4′ 700
1 400

3′ 200
5′ 650

騎 西 町 会 長 杯

大丼町 三上任志

幸 手 市 さ く ら 杯

北 埼 大 会

羽 生 市 春 李 大 会

カロ須 市 秋 李 大 会

県 協 会 CC祭 り

3/5′ 3/184/295/14
57′ 58回 定期大会

南 河 原 春 李 大 会

さ わ や か 大 会

埼葛地区春李大会

県 夏 李 大 会

幸 手 市 GG大 会

春  李  大  会

騎 西 町 議 長 杯

5月 ′6用 月 例

小江戸 協会大会

上級 l旨 導交歓大会

〈
（
〈（
〈
不
〈
（
〈
ハ
〈バ
　
　
　
〈
（
〈（
〈
バ

選

第

定

夏

さ

第

　

レ

ス

宮

言+ 33イ牛 216′ 918

二
級
普
及
指
導
員

（ゴ
ー
ル
ド
）
養
成
講
習
会

５
月
２０
日

（十
）
２‐
日

（日
）

埼
玉
県
よ
り
１８
名
参
加

▽
場
　
所
　
鬼
怒
川
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
岡
部
で
開
催



平成18年 (2006)12月 1日

会
も
大
分
活
気
を
呈
し
て
き
た
。

●
今
後
、
考
慮
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

。
事
務
局
を
考
え
て
み
る
と

四
つ
の
支
部
を
ま
と
め
て
い
く
た
め
に
は
、
定

期
に
、
理
事
会
の
会
場
確
保
の
こ
と
や
、
会
の
運

営
に
関
し
て
の
事
務
処
理

・
保
管

。
会
議
の
効
率

化
な
ど
…
…
現
在
は
、
種
々
智
恵
を
出
し
合
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ほ
ど
心
配
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
が
、
今
後
は
会
員
登
録
の
問
題
な
ど
を

考
え
て
い
く
と
、
登
録
会
員
数

一
七
三
九
名
の
登

録

・
変
更
な
ど
の
作
業
や
、
関
係
文

―――
の
配
布
保

管
な
ど
、
早
期
に
手
を
う
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・
大
会

へ
の
参
加

県
卜
催

。
後
援
な
ど
の
希
望
に
よ
る
参
加
は
別

と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
Ｇ
Ｇ
大
会
に
多
数
参
加
し

て
ほ
し
い
場
合
、
従
来
は
、
足
の
問
題
は
さ
ほ
ど

心
配
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
が
、
申
に
相
乗
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
、
他
地
区
で
は
考
え
に

く
い
こ
と
が
、
現
実
問
題
と
し
て
生
じ
て
い
る
．

。
さ
ら
に
、
新
大
会
員
の
確
保
や
地
域
で
Ｇ
Ｇ
を

楽
し
ん
で
い
る
方
々
と
の
練
習
会
場
の
調
整
な
ど

も
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
ｃ

の
組
織
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

町
連
盟
主
催
事
業
も
年
間
四
大
会
、
後
援
も
三

大
会
、
北
彩
協
、
埼
玉
県
協
大
会
や
そ
の
他
交
歓

大
会
等
年
間
数
多
く
の
Ｇ
Ｇ
大
会
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
ｃ

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、

「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」

「
誰
で
も
」
と

気
軽
に
楽
し
め
る
Ｇ
Ｇ
を
通
じ
て

「心
の
ふ
れ
あ

い
」
を
保
ち
な
が
ら

「健
康
づ
く
り
」
と

「楽
し

い
プ
レ
ー
」
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
大
会
に

二
つ
の
特
徴
を
み
た

Ｈ
月
６
日

（月
）
岩
槻
区
槻
の
森
運
動
で
公
園

で
、
第
３
日
さ
い
た
ま
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

岩
槻
、
人
宮
、
浦
和
、
与
野
の
４
協
会
、
５
６

３
名
の
選
手
が
参
加
し
て
、
Ａ
コ
ー
ト
ー６
ホ
‐
ル

Ｂ
コ
‐
卜
‐６
ホ
‐
ル
の
３２
ホ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
で
、
男
女
別
の
優
勝
を
競

っ
た
。

午
後
３
時
前
に
は
競
技
も
終
了
し
、
男
子
の
部
で

は
、
小
林
宏
氏

（大
宮
）
が
ス
コ
ア
６４
ヽ
女
子
の

部
で
は
町
国
民
子
氏

（岩
槻
）
が
ス
コ
ア
６８

で
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾

っ
た
。

こ
の
大
会
に
は
２
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

Ｏ
大
会
に
は
組
合
せ
の
冊
子
が
つ
き
も
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
が
省
略
さ
れ
、
当
日
の
参
加
者
に
よ

る
組
合
せ
で
決
ま
る
。

（事
前
に
参
加
数
が
報
告

さ
れ
て
は
い
る
が
‥
…
）
。

②
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
記
入
で
き
な
い
人
の
為
？
か
、

グ
ル
ー
プ
ス
コ
ア
票
が
採
用
さ
れ
、
集
計
用
に
は

個
人
別
提
出
カ
ー
ド
で
採
点
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
役
員
の

「考
え

る
運
営
方
法
」
が
、
躍
進
さ
い
た
ま
市
協
会
の
象
徴

が
現
さ
れ
て
い
る
の
か
も
…
。

（広
報

。
古
谷
）

市
町
村
の
合
併
は
、
Ｇ
Ｇ
協
会
の
統
合
へ
と
発

展
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
さ
い
た
ま
市
の
Ｇ
Ｇ
協

会
の
現
況
を
み
る
こ
と
に
し
ま
す
Э

Ｏ
全
体
と
し
て

大
宮

・
浦
和

・
岩
槻
の
各
Ｇ
Ｇ
協
会
は
、
平
成

十
七
年
度
に
お
い
て
、
同

一
規
約
の
も
と
、
各
支

部
組
織
を
確
立
し
、
事
務
局
を
中
心
に
運
営
さ
れ

て
い
る
。

。
特
徴
と
し
て
は
、
さ
い
た
ま
市
レ
ク
協
の
会
員

は
、
総
て
県

。
全
国
の
Ｇ
Ｇ
の
登
録
会
員
と
し
た

た
め
、
県

・
全
国
の
登
録
会
員
数
は
、
七
四
七
名

か
ら

一
気
に

一
七
三
九
名
と
増
加
し
た
。

。
平
成
卜
七
年
度
か
ら
、
各
支
部
ご
と
に
従
来
実

施
し
て
い
る
事
業
の
上
に
、
年
二
日
の
大
会
を
、

持
ち
同
り
で
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
従

来
の
慣
習
や

。
大
会
運
営
な
ど
、
他
支
部
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
目
に
つ
く
。

・
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
県
の
Ｇ
Ｇ
協
会

の
要
請
を
う
け
て
、
県
南
地
区
で
の
県
大
会
の
実

施
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
度
に
実
施
で
き
る
態

勢
を
確
立
す
べ
く
、
さ
い
た
ま
市
Ｇ
Ｇ
協
会
と
し

て
、
後
援
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
卜
月
七
日

の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
与
野
支
部
も
誕
生
し
、
理
事

し
い
秋
空
に
こ
だ
ま
す
る
ｃ

（ち
な
み
に
綜
合
優

勝
者
は
杉
戸
町
の
鈴
木
片
男
さ
ん
）
。

さ
て
、
平
成
３
年
に
第

一
回
大
会
よ
り
１５
同
日

の
大
会
ま
で
持
ち
回
り
授
与
さ
れ
た
カ

ッ
プ
も
今

回
で
引
退
？
と
な
り
、
入
賞
者
に
永
久
授
与
さ
れ

る
事
に
な

っ
た
。
見
慣
れ
た
大
カ

ッ
プ
も
、
来
期

は
新
し
い
カ

ッ
プ
が
新
調
さ
れ
て
持
ち
廻
り
と
な

り
、
次
世
代

へ
の
バ
ト
ン
タ

ツ
チ
の
大
会
で
も
あ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
感
情
と
有
難
う
の
感
情
が
人

り
交
じ
る
。
そ
し
て
来
年

こ
そ
新
し
い
カ
ッ
プ
を

狙
う
ぞ
―
と
思
う
ｃ
　

　

　

（広
報

。
古
谷
）

騎
西
町
は
人
口
二
万
人
の
出
園
都
市
で
Ｇ
Ｇ
の

ブ^
レ
ー
が
で
き
る
運
動
公
園
八
ヶ
所
も
あ
り
、
大

変
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
　
Ｇ
Ｇ
連
盟
も
平
成
七
年

に
発
足
以
来
十

一
．年
目
を
迎
え
、
会
員
数
も
毎
年

増
加
傾
向
を
．
／Ｊく
し
、
町
琳

、́
珊
会
の
中
で
は
最
大

巳

寵

袢

引

踊
]喜唇会Gも

葛

大

〈
〓

第
１５
回
埼
葛
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
秋
季

大
会
が
、
越
谷
市
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場
で
、

‐５
市
町
５
７
６
名
の
参
加
者
を
得
て
、
９
月
２４
Ｈ

に
開
催
。
昨
年
改
装
さ
れ
た
競
技
場
は
広
々
と
し

た
会
場
で
、

４８
ホ
‐
ル
が
設
置
さ
れ
、
午
前
９
時
か

ら
、

３２
ホ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の
競
技
開
始
。

整
然
と
し
た
控
場
所
で
前
班
組
の
プ
レ
ー
を
眼

を
向
け
て
い
る
参
加
者
の
マ
ナ
ー
は
以
前
に
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
静
け
さ
と
、
熱

っ
ぽ
い
眼
が
あ
っ

た
。
又
競
技
役
員
の
指
示
も
、
会
場
役
員
の
態
度

も
違

っ
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

‐５
年
間
の
指
導
者
達
の
成
果
が
、
こ
の
会
場
に

流
れ
て
い
た
）
閉
会
式
に
は
、
開
会
式
同
様
に
令

員
参
列
で
表
一

】
に
熱
い
拍
手
を
贈
る
姿
は
清
々

心をふれあいながら
「健康づくり」を
騎西町GG連盟会長

野 本 美 明


